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＜あたたかくやさしい集団をつくる＞

〈児童の主体性を高める〉

〈「友情、信頼」を重点目標とし、周りの人を大切にしようとする心を育む〉

〈読書の質の向上を図る〉

〈自分と他者を大切にしようとする心を育み、居心地のよい学校づくりに努める〉

＜すこやかな身体を育む＞

＜ICT機器を活用して、教科の学びを深める＞

＜開かれた学校づくりの推進＞

学
校
関
係
者
評
価

目標・具体的取り組み 取組の状況（中間・８月提出） 取組の成果と課題（年度末・３月提出）

生
徒
指
導
・
教
育
相
談

・4月の学校生活オリエンテーションは全校一斉に行い,どのクラス
にも学習規律が定着し、主体的に学びに向かう集団にする。
・児童会と連携して、学期ごとに、自己肯定感、自己有用感が高ま
るようにする取組を行い、あたたかい集団にする。
・不登校を含め、学校生活に不安のある児童の実態把握と教職員と
の共通理解を図り、有効な手立や対策を考える。

児
童
会

・授業や学校行事などで児童が主体的に活動を計画・実施でき
るように支援し、児童の主体性を高める。
・児童会活動では、上学年が活躍できる場をつくり、下学年が
あこがれる上学年となれるようにする。

道
徳
教
育

・重点目標と重点目標に関わる教材のふり返りを教室に掲示
し、周りの人を大切にしようとする意識を高める。
・地域の方、保護者、外部人材と連携した授業実践を行う。
・学期に一度、重点目標に関わる取り組みを通信で保護者に発
信し、保護者とともに児童の心を育んでいく。

読
書
教
育

・全校児童の８割が、「本のとびら」に紹介されている本の中
から各学年の目標冊数を読み、読書への関心を高め、選書の幅
を広げる。

人
権
教
育

・異学年で取り組む行事後に、ミニレター形式で振り返りを交
流する。
・道徳や学級活動で、自分や友だちの良いところ見つけを行う
ことを通して、自己肯定感を高めたり、他者の良さに気付いた
りできるようにする。
・校内特別支援委員会と連携を図り、外国ルーツの児童に対す
る理解を深める職員研修を行う。

家
庭
・
地
域
社
会
と

の
連
携

・授業や特別活動において地域人材を活用し、学習活動の充実
を図る。（総合的な学習の時間、道徳、クラブ活動など）
・各種便りやHP、メール配信等で学校から適切に情報を発信
し、家庭や地域との連携に努める。

保
健
健
康
教
育

・前年度のスポーツテストの結果で課題となった粘り強さ・す
ばやさの向上のため、体育の準備運動やあすチャレの中でそれ
らを向上する運動を取り入れる。
・２学期の学校保健委員会で「睡眠」をテーマに学習し、学校
と家庭が連携して行える取り組みをする。

情
報
教
育

・年間指導計画やカリキュラムマップを基に、学習用端末が効
果的に利用できる場面や活用方法を考え、活用を推進する。
・ICT機器を活用した授業実践を定期的に共有し、児童の学びを
深める授業に繋げる。
・各学年の発達段階に応じて、プログラミング的思考を養うた
めの授業を行う。


